
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第７７号 （令和２年２月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆新日本プロレス、５年ぶりの東京ドーム観戦◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、今から５年前、神奈中情報通信第１７号（平成２７年２月号） 

で、「４０年ぶりのプロレス観戦！」と題し、１月４日に東京ドームに新日本プロレスを

観戦しに行ったことを書かせていただきました。１月４日は当社の仕事始め。５年前

の１月４日は日曜日で、プロレス好きの居酒屋の店長から誘われ、行ってきたので

すが、あれから１月４日は平日続き･･･。ただ、今年の１月４日は土曜日！再び、居

酒屋の店長と、店長の知り合いの方と３人で行ってくることになりました。 

ちなみに、５年前に店長と東京ドームに行って以来、毎年夏に開催される別のプ

ロレスイベント（Ｇ１クライマックス）には、行っております。 

１月４日当日、１５時開場のところ、余裕を持って１４時３０分に東京ドームに到

着。会場外でオフィシャルグッズを販売しているテントに並び、公式パンフレットを購

入。１６時過ぎに会場に入りました。 

今年の第１試合は、プロレスファンでなくてもおそらくご存知の、あの獣神サンダ

ーライガーの引退試合がありました。獣神サンダーライガーは、１９８９年４月に東京

ドームでデビューし、新日本プロレスで３１年、現役を続けたレスラーです。 

引退試合を生で観戦し、その後、第５試合からはタイトルマッチが組まれ、メイン

の第８試合が終わったのが、なんと２１時過ぎ。第０試合（前座）が１６時から始まっ

ていましたので、実に５時間超、大いに楽しませてもらいました。 

興奮冷めやらぬまま、ドームを出てすぐのところにある YEBISU 

BAR へ場所を移し、反省会を実施。ただ、もう２１時半です。小田

急線沿いに住んでいる我々は、すぐにスマホでロマンスカーの最終

時間を調べ、席を予約。終電には帰ろうと決め、（２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

大森 米山 

（続き→） また、反省会も大いに盛り上がり、そして、興奮したままロマンスカーで

帰ってきました。とてもとても充実した１日になりました。 

ところで、皆さんはプロレスファンと聞いて、どんな人を思い浮かべますでしょう

か？おそらく、その世代の男性だと思いますが、５年前からプロレス観戦をするよう

になって、その中で気がついたことがあります。 

それは、家族連れや女性ファンの多さです。実際、新日本プロレスという団体に

おいて、そのファンの約４割が女性なのだそうです。さらに１割は、小学校にもまだ

入らないような小さなお子さんとのことで、たしかにそれは、会場でとても感じていま

した。 

そして、おそらくその要因の一つになっているのが、２０１２年にブシロードという

会社が新日本プロレスを買収したことだと思います。 

ブシロードというのは、カードゲームから始まった会社で、その創業者の木谷さん

という方がプロレスファンだったこともあり、新日本プロレスを買収。そして、そこから

なんと、６年間で、新日本プロレスの売上高が５倍になったそうです。 

テレビやネットによる映像配信サービスを充実させ、また、リングの外、試合の外

でのコンテンツを充実させて、選手の試合以外の姿を紹介し、選手個人のファンに

なってもらう取り組みに力を入れてこられたそうです。 

そして、新日本プロレスは、ブシロードのグループ会社のひとつで、２０１８年にそ

の社長に就任したのが、タカラトミーをＶ字回復させた（プロレス好きでもある）ハロ

ルド・ジョージ・メイさんという方。メイさんいわく、自分の役割は、今の成長を加速さ

せること。そして、そのために大切なのはコミュニケーション。そのコミュニケーショ

ンを通じて、社員一人ひとりが、指示されずとも行動できるようになることを目指して

いると。そのためには、“社員を褒めること”が大事だともあり、大のプロレスファン

である私には、とてもとても響くものがありました。 


